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築
さ

れ
'
応
用
と
し
て
の
実
践
が
機
能
し
ま
す
｡
理

論
と
実
践

の
中
に
心
や
精
神
が
内
包
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
緊
費
か
と
思
わ
れ
ま
す
｡

(M
)

国
際
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
委
員

三

村

真
人

金

谷

良
夫

国
際
経
営
フ
ォ
ー
ラ

ム

第

七
号

i
S

S

N

O9)
5
･
8
2
3
5

発

行

l
九
九
六

年
三
月
三
十

1
日

(卑

l
回

発
行
)
非
売
品

編

集

国
際
経
営
研
究
所

発
行
人

七
田

基
弘

発
行
所

神
奈

川
大
学
国
際
線
骨
研
究
所

〒

二
五
九

-
〓

!

平
塚
市
土
屋
二
九
四
六

電

話

(
〇
四
六

三
)
五
九

･
四

t
1

l

(

代
表
)

F
A
X

(
〇
四
さ

ニ
)
五

八
･
九
六

八

八

印

刷

カ
サ

ハ
ラ

印
刷

株
式
会
社

〒

二
五
九
･

二

伊
勢
原
市
白
根

四
七
五

･
l

◆
本
誌
こ
希
望
の
方
は
'
送
料
実
費
と
し
て
切
子
二
七

〇
円
を

添
え
て
､
右
記
の
国
際
経
営
研
究
所
の
編
集
委
鼻
宛
お
申
し

込
み
-
た
さ
い
o
在
庫
切
れ
の
節
は
こ
容
赦
-
だ
さ
い
O

◆

本
誌
褐
革
記
事

･
論
文
の

-
部
ま
た
は
全
部
の
転
載
は
'
事

前
に
筆
者
ま
た
は
国
際
線
骨
研
究
所
か
ら
直
接
書
面
に
よ
る

許
可
を
得
た
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
o


